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１．事業概要及び対象範囲

　１）事業者名及び代表者名

　２）所在地

本社 〒８８４－０００６ 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江３９９番地４

資材置き場 〒８８４－０００６ 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江３９９番地４

　３）環境管理責任者及び事務局及び連絡担当

ＥＡ２１責任者 　：　 総務部　　

ＥＡ２１事務局 　：　 総務部　　

連絡担当者　：　勢 井　厚 子　　　（ＥＡ２１責任者）

担当者　：　　　　園 田　小 百 合　（ＥＡ２１事務局）

 ０９８３－２３－２２３３  ０９８３－２６－１６１０

 osuzu@alpha.ocn.ne.jp

　４）事業創立年月日

　５）事業活動の内容

建設業(土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、管工事業）

　６）対象範囲

認証登録範囲　

・対象組織 ・・・ 本社・資材置き場

・対象活動 ・・・ 建設業（土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、管工事業）

レポート対象期間

レポート発行日　

　７）事業規模

　８）推進組織図

   

Ｐ－３

代表者（社長）
勢 井　政 俊

EA21責任者
勢 井　厚 子

EA21事務局
園田 小百合

工事部門
是 澤　保 博

総務部門
園田 小百合

床面積 ｍ２ 230.04 230.04

敷地面積 ｍ２ 1,074 1,074

売上高 百万円 208.6 74.6

従業員数 人 9 8

令和４年

工事件数 件 8 44

134.6

8

Ｅ -meil ：

項目 単位 令和2年

　　　　　　　　昭和　４８　年　１２　月　１９　日　〔創立より　５０　年〕

令和 　４ 年 　３ 月 　１ 日 ～ 令和　 ５ 年 　２ 月 ２８ 日

令和 　５ 年 　３ 月 ３1 日

令和３年

230.04

1,074

株 式 会 社 尾 鈴 建 設

代表取締役 勢 井 政 俊

勢 井 厚 子

園田 小百合

Ｔ Ｅ Ｌ ： Ｆ Ａ Ｘ ：



２．環境方針

　株式会社尾鈴建設は、エコアクション２１に取組み、継続的な改善を図りながら、

地球にやさしい企業を目指し、自然環境を考え 循環型社会の構築に貢献します。

　　　　　　　　

平成　２３　年　２　月　１７　日 制定

平成　２４　年　４　月　　１　日 改訂

令和　　５　年　５　月　　１　日　改定

株式会社

代表取締役

Ｐ－４

勢井 政俊
尾 鈴 建 設

環 境 理 念

環 境 方 針

（１） エネル ギー資源の消費量 の抑制によるＣＯ２削減に

１．以下の項目を重点事項として優先的に取組みます。

５.環境方針を全ての従業員に周知徹底させます。

４.環境に配慮した施工や効率的な施行に努めます。

努 め ま す 。

２.環境関連法規制等の遵守に努めます。

（２） 節水活動による水使用量の抑制に努めます。

３.事務用品のグリーン購入に努めます。

（ ３ ） 一 般 廃 棄 物 の 削 減 と 産 業 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 化 に

努めます。



３．環 境 目 標

当社の環境目標は、長年培ってきた環境活動により前年度を基準値とし、二酸化炭素の削減に

取り組む。

※　水資源については削減の限度に達したので、最大使用量を3.5㎥/月とし『節水目標』とする。　

※　グリーン購入は定着している為、令和5年度から管理目標からは除外します。・・・令和5年3月

※　産業廃棄物（建設副産物）は工事の件数や工種によって大きく左右されるため、該当する環境活動計画

　　　の遵守を目標とします。

※　現場の電気は仮設電気を使用しない場合が多い為、管理目標から除外します。・・・令和5年3月

※　ガソリンは事務所と現場で割れられないため、全社合計とします。・・・令和5年3月

　但し、令和5年度から令和5年1月環境省公表の九州電力調整後排出係数0.392とします。

４．グリーン購入の促進 全体
５品 ５品

管理目標から除外

電気 0.392

※　購入電力のCO2排出係数は、九州電力の0.435を使用しました。

電気 0.435 ガソリン 2.32 軽油 2.58

５．環境保全の取組推進
    （環境に関する取組)

全体 ５回/年

６．自らが施工する構造物の環境
　　性能の向上及びｻｰﾋﾞｽの改善

全体
環境に優しい工法や資材利用の提案回数、研究会への参加延回数

　3回以上/年

②建設副産物のﾘｻｲｸﾙ率
　　向上（％）

現場 99.3
該当する環境活動計画を順守して

リサイクル率95%以上

３． 水資源使用慮の抑制
　　　（年間目標値　42㎥）

（　節水目標　）

全体 42.0 42.0

8.6

全体 8.6 8.6 8.6 8.6

２
廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物の
   削減
              (ｋg)

0.0％削減 0.1％削減 0.2％削減

事務所 8.6 8.6 8.6

17,556

全体 17,592 17,591.6 17,574 17,556

2,907

③軽油使用量の削減
　　　　　　（ℓ）

0.0％削減 0.1％削減 0.2％削減

現場 17,592 17,591.6 17,574

2,383 2,383.2

全体 2,913 2,912.5 2,910

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （ℓ）

0.0％削減 0.1％削減 0.2％削減

事務所 529 529.3

合計全社現場

7,612

現場 126 126.0 事務所のみ

全体 7,753 7,753.0

①電気使用量の削減
   （総電気使用）
     　　　（ｋWｈ）

0.0％削減 0.1％削減 0.2％削減

事務所 7,627 7,627.0 7,619

１．二酸化炭素排出量の削減
    （ｋｇ-CO2）

全体 55,516 55,515.8 55,078 55,023

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

年　　度　　別　　環    境    目    標
基準値

(令和3年3月～
令和4年2月）

令和4年度
(令和4年3月～
令和5年2月）

令和5年度
(令和5年3月～
令和6年2月）

令和6年度
(令和6年3月～
令和7年2月）

P-5



４．環境活動計画と実施状況評価

Ｐ－６

取組項目 活動内容

２
・
廃
棄
物
の
削
減

②空調温度管理（設定温度遵守）

③コピー機のオート電源オフ設定

①エコドライブの徹底
　 （アイドリングストップ、急加速等の禁止）

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の削減

ガソリン使用量の削
減

②車両管理

　６．自らが施工する土木
建築物の環境性能の向上
及びｻｰﾋﾞｽの改善

　４．グリーン購入の促進

①不在箇所、昼休みなどの消灯の徹底

建設副産物廃棄方法
の遵守によるリサイク
ル率の向上（％）

軽油使用量の削減

一般廃棄物の削減

③効率の良い配車（相乗り）

②廃棄物の計量と記録

③コピー用紙などの節減（裏紙の使用等）

　５．環境保全の取組推進
　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施・環
境に関する取組)

　３．水資源使用量の削減
    （年間水資源総使用
量）

③掃除、洗車の際の節水

①出来るだけグリーン製品を購入する

①現場周辺の清掃

③環境に通じる取組

①環境に関する研究・講習への参加

②環境に配慮した重機等の購入、
　　リース活用

③環境配慮型工法の採用や提案

①マニフェストの即時起票

②すべての建設副産物は決められた
　方法で廃棄する(安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる確認)

③排出先(リサイクル業者)の選定と確認

①節水ｼｰﾙの表示

②雨水の再利用

評価

○

○

○

不在時や昼休みの消灯、ｺﾋﾟｰ機の
オート電源OFFは徹底できているが、ｺ
ﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為、及び夏場の
熱中症対策等でｴｱｺﾝの使用が多
かった為、事務所は94.9%の目標未達

②地域ボランティア活動参加

①重機や車両のアイドリングストップ
    の徹底

②過積載の禁止、現場付近の徐行運転

③重機の定期点検整備実施

①ゴミの分別管理の徹底

○

○

○

○

○

○

○

活動状況

○

○

○

○

○

○

○

基準年より重機作業が大幅に減った
事で245.3%の目標達成となった。

基準年に比べて工事件数が減った事
と比較的近場の現場が多かった事な
どから事務所は102％、現場が126.9％
の目標達成となった。

○

○

○

○

○

○

○

○

宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会
に延べ４名が参加した。

公共施設の清掃活動や現場周辺の草
加区など、6件の地域貢献活動を実施
した。

必要な物の購入時は、同等のｸﾞﾘｰﾝ製
品の有無を確認して、出来る限りｸﾞﾘｰ
ﾝ製品を購入するようにしている。

出来る限りの雨水利用をはかってい
る。洗車の際はこまめな蛇口開閉等で
節水を図っている。

資材発注時は在庫量を確認してこまめ
に発注するなどした。尚、今期はｱｽｺﾝ
塊やｺﾝｸﾘｰﾄ塊が多く発生したが、木く
ずや紙くず、廃プラなどが少量発生し
て再資源化率は99.3%

裏紙使用や縮小ｺﾋﾟｰ等で紙廃棄物の
削減を図っている又、徹底した分別の
結果8.4kgが焼却処分となり102.4%の
目標達成



５．環境目標の実績

環境目標に対する達成状況は以下の通りです。

実績値は、令和４年度環境活動期間（令和４年３月～令和５年２月）の１年で、目標値は前年度（令和３年度）

に対する削減とする。

Ｐ－７

○

―

○

○

126.9%

121.5%

―

245.3%

245.3%

×

×

×

○

○

仕様書どうりの
廃棄

1,877.6

2,396.6

仕様書通り、及び
ﾏﾆﾌｪｽﾄにより正常

処理しました
（247.84トン）

―

全体

①一般廃棄物の削減(kg)

事務所

現場

全体

0.0

17,591.6

17,591.6

②ガソリン使用量の削減
  　　　     （ℓ）

全体

102.0%

現場

全体

事務所

2,912.5

現場

令和４年度実績 達成率

8,038.0

584.0

8,622.0

529.3 519.0

94.9%

21.6%

89.9%

事務所

判定

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　　（ｋｇ-CO2）

55,515.8  kg-CO2 27,814.4  kg-CO2 199.6%

取　組　項　目 令和４年度目標値

○

現場

①電気使用量の削減
　　　　　 （ｋWh）

③軽油使用量の削減
   　　　　  （ℓ）

7,627.0

126.0

7,753.0

2,383.2

②建設副産物廃棄方法
の遵守によるリサイクル率
の向上 （％）

2
廃
棄
物
の
削
減

102.4% ○8.6 kg

0.0

7,172.0

7,172.0

8.4 kg

○

全社 5 品

３．水資源使用量の削減 全社 42.0 ㎥ 107.7% ○39.0 ㎥

6品目購入

○

－ ○

５．環境保全活動の推進
  ①現場周辺の清掃
  ②環境に関する活動参加

全社 5 回 6 回 － ○

133.3%

４．グリーン購入の促進
　　(環境ラベルのついている
     商品の購入)

※　令和４年度実績の購入電力のCO２排出係数は、九州電力の０．４３５を使用しました。

６．自らが施工する土木建築物
　　の環境性能の向上及び
　　ｻｰﾋﾞｽの改善

現場 3回以上 4回



６．次年度の取組内容と目標

Ｐ－８

５．自らが施工する土木建築物の
　環境性能の向上及びｻｰﾋﾞｽの改善
　(環境活動計画の遵守)

②廃棄物の計量と記録

③コピー用紙などの節減（裏紙の使用等）

取組項目と令和5年度の目標値 取組結果の評価

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の削減
   7,619 kWh(事務所)

ガソリン使用量の削減
    2,910 L(全社)

軽油使用量の削減
      17,574 L(現場)

①不在箇所、昼休みなどの消灯の徹底

②空調温度管理（設定温度遵守）

③コピー機のオート電源オフ設定

①エコドライブの徹底
　 （アイドリングストップ、急加速等の禁止）

②車両管理

３．水資源使用量の削減
　　　　42.0　m3

４．環境保全の取組推進
　　（環境活動に関する取組５件以上)

２
・
廃
棄
物
の
削
減

一般廃棄物の削減
     8.6 kg(事務所)

建設副産物廃棄方法の遵守に
よるﾘｻｲｸﾙ率の向上
   95%以上

③排出先(リサイクル業者)の選定と確認

①節水ｼｰﾙの表示

③掃除、洗車の際の節水

②雨水の再利用

③効率の良い配車（相乗り）

①重機や車両のアイドリングストップの徹底

②過積載の禁止、現場付近の徐行運転

③重機の定期点検整備実施

①ゴミの分別管理の徹底

二酸化炭素の削減
55,078 kg-CO2

①省エネ・省資源活動の推進

③環境に通じる取組

①環境配慮型重機・機器の使用促進

②出来るだけ騒音、振動、粉塵などを抑制

③創意工夫による工期短縮の促進

①現場周辺の清掃

②地域ボランティア活動参加

①資材発注時は在庫の確認を行う

②残余材は分別して持帰り再利用を行う



７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業に関係する環境関連法規は、担当者が定期的にＷｅｂや協会情報で確認しています。

尚、環境関連法規の遵守状況確認を実施した結果、違反及び監督官庁からの指摘も、地域住民からの

訴訟もありませんでした。

尚、現場での遵守状況は、月１回の安全パトロールや会議等を通じて常に確認しています。

Ｐ－９

主な環境関連法規等 当社の遵守事項 評価 備考

廃棄物の処理及び清掃に
　　関する法律（廃掃法）

・廃棄物の削減 ○

・廃棄物の適正処置の確保 ○

・産業廃棄物の委託契約 ○

・産業廃棄物管理票の管理義務 ○

・３号様式による県知事への報告 ○

騒音規制法
・規制基準の遵守 －

・該当する工事の場合は届出と計測実施 －

振動規制法
・規制基準の遵守 －

・該当する工事の場合は届出と計測実施 －

河川法

建設リサイクル法

・分別解体実施義務の遵守 ○

・再資源化等の実施義務の遵守 ○

・発注者への報告義務の遵守 ○

オフロード法
・排出ガス適合機器の使用 ○

・適合シールの貼付と確認 ○

・該当する工事は河川管理者へ届け出る －

各漁業協同組合との覚書
・工事着工前に同意を得る －

・河川を汚濁した場合は速やかに対策を
講じると共に組合へ報告する

－



代表者による全体の評価と見直し結果(令和4年度版)

　　　対象期間;令和4年3月1日～　令和5年2月28日

④推進体制について
推進体制のそれぞれの役割権限を再確認する事。
引き続き現体制で取り組む。

⑤環境経営方針への
　　取組について

現行の方針を継続する。

⑥その他、全般について

エコアクションも10年を経過したことから、削減の目標値も限界に近く、目標値
を『昨年度を対照』にすることで『達成出来ない目標値』から『達成出来る目標
値』に変換し、全員で取り組んだ。継続していくことで、見直しの結果も見えてく
ると考える。
文書・記録について一部改定を行い、より管理しやすい状況になった。

①環境経営目標達成
　状況と環境経営計画
　　実施状況について

今年度は目標値を前年度に変更したせいか、達成率はかなり向上できた。
更に次年度をと考えると善し悪しもでてくると思われる。引き続き継続していく。
活動計画を事務所と現場に周知し、目標を達成することを指示。

②環境関連法規制の
　　遵守状況について

業務に関連する法規についての再確認した。環境関連法規制に限らず、コン
プライアンスは最重要事項として取り組む事。又、常に最新の法規制等の情報
を把握する事。

③外部からの環境に関
　　する苦情や要望な
　　どについて

自主的に地域貢献活動にいそしむなど、効果はでている。
引き続き継続する。

見直し日時 2023年3月31日 本社事務所

参 加 者
・勢井政俊〔社長〕、勢井厚子〔EA21責任者〕
・　園田小百合〔EA21事務局〕、是澤保博　〔土木部〕

評価項目 代表者による評価と指示
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